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Ink Jet Marking Process is Simple.

インクジェットプロセスは

“シンプル”

Ink Jet Process

Simplicity
Ink Jet Process

Simplicity
Limitation

限界

Marking Process is Achieved Only by Interactions between Ink 
And Media.

マーキングプロセスがインクと紙の
相互作用のみで実現される

Challenge

挑戦

Possibility

可能性

High Applicability to Various Applications

様々な応用展開可能性の高さ

インクジェットの応用展開
および技術開発は

① シンプルなプロセス(本質)を活かす方向

② 限界を打破して挑戦する方向

シンプルなマーキングプロセス
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画像処理・形成

システム

メンテナンス

インク供給

一般プリンタ市場での技術・商品開発
プリンタの基本性能はプリント画質とプリント速度

• 微小滴化
• 高解像度化
• インク範囲拡大
• サテライト抑制
• 吐出方向安定化

• 浸透性制御
• 発色性向上
• 多色化
• 反応性付与

• 均一広がり
• 光沢性
• インク吸収量向上
• 広がり制御(反応)

• 駆動周波数向上
• 多ノズル化
• ロバスト化

(メンテナンス低減)

• 浸透性制御
• 反応性付与

• 吸収速度向上

プリントヘッド

メディア
(紙，基板)

インク
(機能性液体)

基本構成
要素技術

プリンタの基本性能の向上は，
各基本構成要素(技術)の性能向上に支えられてきた．

機能集中型の進化
Concentrating Functions Progress (CFP)

高画質化 高速化

機能集中型進化
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1秒間に吐出できるインク滴数(1色当り)

1秒間に吐出可能なインク滴数

駆動周波数×ノズル数

インクジェットプリンタの小インク滴化傾向
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インク滴直径 (µm)

静電吸引型

58

一般プリンタ市場における製品

1pl

PIJ

TIJ

ムーアの法則と
同じ傾き

機能集中型進化(例)
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Image Quality

画質

Print Speed

プリント速度

ラインヘッド
(プリンタ)

家庭用

技術はその成熟に伴ってより上位のバリューネットワーク(ハイエンド市場)に進んでいく宿命である．
(C. M. Christensen)

シリアルヘッド(プリンタ)

(参入)技術難易度(障壁)

オフィス-MHオフィス-L

フォトフィニッシング

トランザクション
軽印刷

?
機能集中型の進化

機能集中型進化と市場の広がり
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マーキングプロセスをインクと
メディアの相互作用のみに依存

基本技術要素(ヘッド，インク，メディア)の
性能向上により，プリンタの基本性能向上

2005年?

小型・低コスト

一般プリンタ市場

技術進化形態(〜2005年)
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● 高粘度液体吐出

● インク循環

● ⻑TD(⾶翔距離)対応

● 冗⻑ノズル(疑似マルチパス)

HP
2005

Xaar
2007

Spectra
(Lung)

1990年代後半
気泡除去

ノズル乾燥防止
沈降・凝集防止

FDMX
2011

Kyocera
2016東芝

TEC
2013

SII
2014

KM
2013

リコー
2014 Canon

2018

Epson
2021

インク循環に対応したプリントヘッドの導入

循環路 ノズル
システムとしても対応必要

チップレベル
用紙搬送方向

Suzhouu Realfast
HP, Memjet等

ヘッドレベル
(複数ヘッド)

600dpi
相当

1200dpi
相当 2400dpi相当

疑似的なマルチパス
Canon

１パス(ラインヘッド)における欠陥改善

凹凸，粗面，曲面へのプリント

気泡除去，ノズル乾燥防止
色材の沈降・凝集防止

機能集中型進化における最近の技術トピックス

信頼性向上

インク⾃由度

使い勝手向上

画質，速度以外の軸での進化
欠陥補正高画質化

12:22
(12)
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Image Quality

画質

Print Speed

プリント速度

家庭用

(参入)技術難易度(障壁)

オフィス-MHオフィス-L

フォトフィニッシング

トランザクション
軽印刷

商業印刷
産業向け印刷
?

ラインヘッド
(プリンタ)

シリアルヘッド(プリンタ)

機能集中型進化と市場の広がり

機能集中型の進化

デジタルファブリケーション
産業分野(捺染・ラベルの一部)の一部機能集中型進化機能集中型進化

異なる価値(性能)軸
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コンシューマー市場，オフィス市場
既存の一般プリンタ市場

商業印刷市場，産業向けプリント市場
(印刷，ラベル，軟包，テキスタイル，建材等)

紙メディア，主に自分用(仲間用)にプリント

2液反応システム(プレコーティング)，
ポストコ－ティング，乾燥機構，

ラテックスインク，UV硬化型インク

ラインヘッド，乾燥機構，
用紙搬送(ぶれ)制御

インク循環システム，
欠陥検知・補正システム

システムとして対応
メディアの多様性，非浸透メディアへの対応

→画像形成，定着メカニズムの変更(工夫)

(圧倒的に)高い生産性
→⾼速プリント速度，用紙搬送

プリント物は(対価を得る)商材
→⾼い信頼性要求

1

2

3

機能分担型進化機能分担型進化
周辺の新規システム，

新しいプロセスで課題を分担

機能集中型進化機能集中型進化

新しい進化形態新しい進化形態

さらなる市場拡大と進化形態の変化
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マーキングプロセスをインクと
メディアの相互作用のみに依存

基本技術要素(ヘッド，インク，メディア)の
性能向上により，プリンタの基本性能向上

2005年?

2011年?

小型・低コスト

大型・高BOXコスト付加機能，システムで課題に対応

商業印刷市場

一般プリンタ市場

技術進化形態(2005年〜)

デジタルファブリケーション
産業分野(捺染・ラベルの一部)の一部

画質，速度以外の軸での進化
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多くのインクジェットの利点
(小サイズ，低コスト，省電⼒)は失われる

Image Forming On Non-Permeable Media

非浸透メディア上での画像形成One-Pass Image Quality for Commercial Printing

商業印刷に対するワンパスでの画質

High Speed Printing with Cut Paper

カット紙の高速プリント

• Under-Coating
• 乾燥システム
• ラテックスインク

• 欠陥検知
• 欠陥補正
• Impression Cylinder

• 乾燥システム
• Anti-Curl Agent
• Impression Cylinder
• Air Conditioner
• ラインヘッド

機能分担型進化
Sharing Functions Progress (SFP)

機能分担型進化
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商業印刷市場

Dominant Design

水性インク 紫外線硬化型インク

液体現像電子写真乾式電子写真
Under-
Coating

No Under-
Coating

直接プリント転写型

定まらぬDominant Design

機能分担型進化において
攻略の

Dominant Design(支配的デザイン)は
まだ定まっていない．

(模索中)
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人生の80％は偶然の出来事に左右される=Planned Happenstance Theory(計画された偶発性理論)
ただし自分にとってよい偶然を発生させる確率は自らの⾏動で高めることができる．

自分が発揮するパフォーマンスを高めるために，「他の人が持っている知識や経験を全て獲得する」のではなく，
『誰が何を知っているか』を知っておくことも重要．

百科事典をまるごと持っていなくても，百科事典の目次を持っていることが重要．
新しいブレークスルーやアークテクチャの⾒直しが必要な時は，

ものごとをひたすら真剣に考えるだけではなく，外へ出て，組織以外の知識・思考・⾏動を⾒るべき．

機能集中型進化では，閉じられた組織の中で頑張れば性能が上がり，価値も提供できた．

Transactive Memory

様々なアプローチ(アーキテクチャ)が模索する状況(機能分担型進化)においては，
異なる切り⼝・技術に触れる機会を増やす必要がある．

Transactive Memory 12:34
(24)
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スコープとする技術領域は
インクジェット

シミュレーション
電子写真

サーマルプリンティング
デジタルファブリケーション

電子ペーパー
新規イメージング

画像入⼒/画像処理/画像計測
色・画像感性

環境保全/省エネルギー
3D/4Dプリンティング

日本画像学会は
画像の基礎と応用に関する情報交流を⾏い，

画像技術の進歩と発展を目指す
技術者・研究者の集まりです．

日本画像学会活動紹介(1)
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インクジェット

改訂インクジェット

電子写真 ケミカルトナー 電子ペーパー 画像処理

Coming
Soon!

学会誌(論⽂誌)
年6回発⾏

年次大会(ICJ) 4DFFコンファレンス

Work Shop 技術講習会 研究会

大学・研究機関訪問 企業訪問 メンバー交流会

学会誌・書籍 コンファレンス・研究会・交流会

日本画像学会活動紹介(2)
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